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尿路感染症に対す るcefclidinの 臨床的検討

小野寺昭一,鈴 木博雄,清 田 浩,後 藤博一,高 見沢重教,川 原 元,

遠藤勝久,五十嵐宏,細 部高英,吉 越富久夫,町 田豊平

東京慈恵会医科大学 泌尿器科学教室*

新 しい注射用 セフ ァ ロスポ リン剤 であ るcefclidinを11名 の尿路 感染 症患 者に使 用 し,臨 床 効

果 につ いて検討 した。 対象 とした疾 患 は,慢 性 複雑性 膀 胱炎6例,慢 性複 雑性 腎盂 腎炎4例,急

性 腎盂 腎炎1例 であ り,こ の うちUTI薬 効 評価 基準 で判定 可能 な8例 の複 雑性 尿路感 染症 に対

す る効 果 は,著 効2例,有 効4例,無 効2例 で総合 臨床効 果 は6/8で あ った。本剤 に よ る自他覚 的

副作用 お よび臨床検 査値 異常 は認 め られ なか った。
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Cefclidin(CFCL)は,エ ーザ イ研 究所 に て創 製 され

た新 しい注射用 セ フ ァロスポ リン剤 で,グ ラム陽性 菌

か ら陰性菌 まで広 い抗 菌 スペ ク トル を有 し,特 に優 れ

た抗 緑膿菌 作用 を持 つ とされて い る1,2)。体 内動 態 の面

で は,24時 間 までの尿 中へ の排 泄率 は約86%で3),と く

に尿路 感染症 に対す る有効性 が期待 され て い る。今 回

われ われ は,主 に複雑性 尿路 感染症 患者 に対 して本 剤

を使用 す る機 会 を得 たの でその成績 につ いて報 告す る。

対 象は1988年7月 か ら12月 まての間 に東京慈 恵会 医

科 大学 病院 お よびそ の関連病 院 に入院 した慢性 複雑性

尿 路感 染症 患者10名 と急性 腎盂 腎炎 患者1名 の 計11名

てあ る。 複雑 性尿 路感染 症患 者の 内訳は慢性 複雑 性膀

胱炎6名,慢 性 複雑 性 腎盂 腎炎4名 で,基 礎疾 患 として

は,膀 胱腫 瘍 と前 立腺癌 が それぞれ3名,前 立腺 肥大症

が2名,神 経 因性膀 胱 と腎結石 が それ ぞれ1名 で あ っ

た。

薬剤 の投与 方法 は,本 剤1回0.5gあ るい は1gを1日

朝 ・夕2回 点 滴静 注で投 与 し投 与期 間は5日 間投 与 が

10例,10日 間投 与 が1例 であ った。

効 果 の判定 は,UTI薬 効評 価基 準4)に従 って行 い,著

効,有 効,無 効 の3段 階 に分 け て評価 したか,同 時 に主

治 医に よ る判定 も行 った。

複 雑性 尿 路感 染症 患 者の 各症例 の背景 と膿 尿,細 菌

尿 の推移,起 炎菌 のMICお よび治療 効果 な どにつ い て

Table1に 示 した。 カテー テル留置症例 は3例,1日19

投 与 例 は3例,1日2g投 与例 は7例 で あ った。 こ れ ら

の症例 の うち,UTI薬 効評価 基準 に よ り判定 可能 な8

例 に対 す る総 合 臨床効 果 は,著 効2例,有 効4例,無 効

2例 で有効率6/8で あっ た(Table2)。 また,主 治 医判

定 に よ る効 果 は著 効4例,有 効4例,や や有 効1例,無

効1例 とい う成 績 であ った。UTI薬 効 評価 基準の病態

群 別 臨床効 果 はTable3に 示 したが単 独菌 感染群 では

5例 中4例 に有効,複 数菌 感染群 では3例 中2例 に有

効 であ った。複 雑性 尿路感 染症 か ら分 離 された起炎菌

は, Serratia marcescens  5株, Pseudomonas aer-

uginosa  3株,  Enterococcus faecalis, Alcaligenes spp.

がそ れ ぞれ2株,  Klebsiella sp., Flavobacterium sp. が

それ ぞれ1株 であ ったが,す べ て減少 あ るいは除菌 さ

れた(Table4)。 投与 後 出現 菌 をTable 5に示 したが,

E.faecalis, Enterococcus faecium, Enterococcus avium

などのD群 Streptococcus とCandidaが 主 な ものであ っ

た。

なお,急 性単 純性 腎盂 腎炎 の症 例 は,26歳 の 女性で

Escherichia coliが起 炎菌 であ ったが,本 剤1日2g,5

日間の 投与 に よ り膿尿 の正常 化 と細菌 尿の消失がみ ら

れ,主 治医 に よ り著効 と判 定 された。

自他覚 的 副 作用 につ いて は問題 とな る もの はみ られ

ず,臨 床 検査 値 につ いて も本 剤の投 与後 に異常 を示 し

た症 例 は なか った。

CFCLの 各種 臨床 分 離 細菌 に対 す る抗 菌 力 について

は高 い評 価 が得 られ てお り,Neuら2)は,ceftazidime耐

性 の グ ラム陰 性 桿菌 に優 れ た抗 菌 力 を有 し,ま た,

imipenem,piperacillin,aztreonamな どに耐性 のP

aeruginosaに 対 して も優 れ た抗 菌 力 を有 す るこ とを指

摘 してい る。 今 回の われわ れの複雑 性尿路 感染症に対

す る臨床 効果 で は,有 効 率 は6/8で あ ったが,細 菌学的

に は消 失率100%で 大 変優 れ た成績 が 得 られ た。 と く

に,泌 尿 器科 領域 の難 治性感 染症 の原 因 とな りやすい,
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Table 1. Clinical summary of complicated UTI patients treated with cefclidin

CCP: chronic complicated pyelonephritis

CCC: chronic complicated cystitis
BPH: benign prostatic hypertrophy

YLO: yeast like organism
Ca: cancer

*
before treatment

after treatment
**

UTI: criteria proposed by the UTI Committee

Dr.: Dr's evaluation
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Table 2. Overall clinical efficacy of cefclidin in complicated UTI

Bacteriological response

*regardless of bacterial count

Table 3. Overall clinical efficacy of cefclidin classified by the type of infection
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Table 4. Bacteriological response to cefclidin
in complicated UTI

*regardless of bacterial count

S marcescens, P.aeruginosa に対していずれも有効以

上の臨床効果が得られたことは本剤の抗菌力を示すも

のとして評価され得ると思われる。自他覚的副作用,

臨床検査値の異常を示す症例は,今 回の検討ではみら

れなかったがこの点については今後さらに症例を増や

して十分な検討を行う必要があろう。
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Clinical efficacy of cefclidin (CFCL), a new cephem antibiotic , was studied in 11 patients with
urinary tract infections.

CFCL was administered at a daily dose of 1.0g or 2 .0g by drip infusion for 5 days. The overall
clinical efficacy of 8 cases, which were evaluated on the criteria of the UTI Committee of Japan , were
excellent in 2 cases, moderate in 4 cases and poor in 2 cases . Bacteriologically, all of the strains were
decreased or eradicated.

No serious adverse reactions were observed.


